
御坊さん

当
墓
地
は
本
徳
寺
の
関
係
寺
院
と
そ
の
門
徒
に
よ
っ
て
、
墓

地
と
し
て
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
江
戸
中
期
以
降
で
あ
る
。

当
時
は
墓
地
の
使
用
者
も
限
ら
れ
て
お
り
、
墓
石
の
石
質
も

軟
質
の
岩
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
大
き
さ
や
重
さ
も
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
墓
地
使
用
者
の
急
速
な
増
加
に
伴
い
、
設
置
す

る
地
形
も
人
力
で
開
墾
さ
れ
、
山
の
斜
面
を
小
規
模
な
墓
域

を
切
取
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
雨
水
の
排
水
は
専
ら

自
然
の
地
形
を
利
用
し
て
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
墓
地
は
昨
今
の
近
代
霊
苑
と
は
異
な
り
、

墓
域
の
除
草
や
流
土
の
防
止
、
倒
木
の
処
理
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
地
域
の
世
話
役
の
奉
仕
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
個
人

の
使
用
環
境
の
管
理
に
お
い
て
は
使
用
者
の
手
に
任
さ
れ
受

け
継
が
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

戦
前
は
別
格
別
院
制
度
下
に
お
い
て
、
本
徳
寺
廟
所
は
当
寺

執
事
を
勤
め
て
い
た
寺
院
が
管
理
し
、
関
係
寺
院
に
よ
っ
て

廟
所
規
則
が
決
め
ら
れ
、
上
述
の
よ
う
な
維
持
管
理
を
持
続

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
り
管
理
の
仕
組
み

が
急
速
に
変
化
し
始
め
ま
す
。

ま
ず
、「
宗
教
法
人
法
」
と
「
墓
地
・
埋
葬
に
関
す
る
法
律
」

の
制
定
に
よ
り
西
山
廟
所
に
対
す
る
宗
教
法
人
・
本
徳
寺
の

管
理
責
任
と
義
務
が
発
生
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
実
は
本
徳
寺
本
坊
自
体
の
復
興
も
ま
ま
な
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
法
制
下
で
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

個
人
墓
の
管
理
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
混
乱
期
で
あ
る
た

め
、墓
籍
台
帳
は
存
在
せ
ず
、使
用
者
の
特
定
も
ま
ま
な
ら
ず
、

そ
の
上
、
無
縁
と
な
っ
た
お
墓
は
多
数
存
在
し
、
雑
草
は
伸

び
放
題
、
十
分
な
清
掃
・
整
備
も
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
為
に
は
、
廟
所
墓
地
管
理
の
合

法
的
な
組
織
の
設
立
と
整
備
の
た
め
の
資
金
の
調
達
が
ま
ず

必
要
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
先
人
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り
維
持
管
理
を
何
と

か
継
続
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
廟
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、

そ
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◯
気
候
環
境
の
変
化
に
よ
る
整
備
費
の
激
増

・
土
砂
の
流
出
（
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
）

・
地
下
水
の
湧
出
（
特
に
『
り
地
区
』
に
見
ら
れ
る
）

◆
廟
所
管
理
の
歴
史
的
経
緯
（
そ
の
１
）

  

墓
地
法
に
準
拠
し
た
管
理
を
す
る
た
め
、
墓
地
使
用
者
と

そ
の
関
係
寺
院
に
よ
っ
て
墓
地
管
理
委
員
会
と
諮
問
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
無
縁
墓
の
整
備
、
墓
籍
台
帳
の
作
成
、
墓

地
規
則
の
制
定
、
持
続
的
な
管
理
・
維
持
の
た
め
の
使
用
者

か
ら
の
費
用
徴
収
な
ど
の
方
針
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
一
番
の
難
題
は
無
縁
墓
の
整
理
で
し
た
。
無
縁

墓
の
撤
去
に
は
、
墓
地
法
に
基
づ
く
法
的
な
手
続
き
が
必
要

と
な
り
、
す
べ
て
の
墓
石
に
札
か
け
を
し
て
無
縁
墓
を
特
定

し
、
撤
去
許
可
を
得
る
ま
で
の
長
い
期
間
と
、
そ
の
後
の
撤

去
と
整
備
に
は
多
く
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
資
金
的
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
廟
所
の
上
部

に
あ
っ
た
前
住
職
・
大
谷
昭
世
名
儀
の
土
地
を
譲
っ
て
貰
い
、

新
規
の
墓
地
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
余
剰
収
益
で
整
備

の
た
め
の
資
金
に
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
坊
に
管
理
部
を
設
置
し
て
、
墓
地
規
則
の
作

成
と
墓
籍
の
作
成
と
維
持
、
管
理
料
の
徴
収
業
務
を
軌
道
に

乗
せ
、
不
十
分
で
あ
る
も
の
の
管
理
体
制
を
整
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
山
崎
山
の
南
斜
面
・
総
面
積
約
五
千
坪
が
隈
無

く
墓
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な
改
造
は
も
と

よ
り
、
広
範
囲
の
十
分
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
ほ
ど
遠
い
の

が
実
情
で
す
。

◆
廟
所
管
理
の
歴
史
的
経
緯
（
そ
の
２
）

◆
今
後
の
墓
地
管
理
の
問
題
点

・
大
型
樹
木
の
立
ち
枯
れ
（
斜
面
に
は
ク
レ
ー
ン
の
使

用
が
で
き
な
い
為
コ
ス
ト
が
高
騰
）

・
倒
木
に
よ
る
墓
石
被
害
（
立
ち
枯
れ
を
放
置
せ
ざ
る

お
え
な
い
た
め
二
次
被
害
が
発
生
）

◯
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
加

・
野
焼
き
の
禁
止
と
処
理
コ
ス
ト
の
増
加

・
搬
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
費
の
増
加

・
人
件
費
の
高
騰

・
電
気
料
金
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
（
当
初
よ
り
３
倍
）

・
郵
便
料
金
の
値
上
げ
（
冥
加
の
請
求
書
発
送
業
務
）

・
印
刷
費
用
の
値
上
げ
（
案
内
等
の
印
刷
コ
ス
ト
）

◯
墓
地
使
用
者
減
少
に
よ
る
歳
入
の
激
減

・「
墓
じ
ま
い
」
が
激
増
中
（
年
間
二
〇
か
ら
三
〇
件
）

使
用
者
は
一
八
一
三
名
か
ら
一
三
一
五
人
に
減
少
中

歳
入
は
当
初
三
十
年
前
に
比
べ
３
割
減

◆
墓
地
管
理
費
の
増
額
の
お
願
い

維
持
と
管
理
の
コ
ス
ト
は
近
年
異
常
な
高
騰
を
み
せ
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
必
要
不
可
欠
な
最
低
限
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
徹
底
的
に
経
費
を
削
減
し
、
歳
入
の

減
少
に
対
処
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
計
は
既
に
赤
字

に
な
っ
て
お
り
、
繰
越
金
で
な
ん
と
か
凌
い
で
い
る
状
況
で

す
。
し
か
も
、
今
後
、
こ
の
収
支
状
況
が
改
善
さ
れ
る
見
込

み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
墓
地
管
理
会
計
は
三
十
年
間
据
え
置
き
で
、
支

出
増
・
収
入
減
の
限
界
予
算
で
や
り
繰
り
し
て
お
り
ま
す
。

健
全
な
会
計
に
は
現
在
の
管
理
冥
加
（
管
理
費
）
に
対
し
て

２
割
か
ら
３
割
程
度
の
値
上
げ
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
墓
地
管
理
委
員
会
で
検
討
を
深
め
、
諮
問
委

員
会
の
許
諾
を
得
て
、
来
年
か
ら
漸
次
的
に
管
理
冥
加
の
増

額
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際

に
は
、
会
計
の
窮
状
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
増
額
に
ご
協
力

頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
徳
寺
廟
所
墓
地
管
理
部
）


